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本冊子は ICRPの諒解のもとに，仁科記念財団と日本アイソトープ協会が翻

訳したものである。

「序文」に記されているように，本書の第4部には1962年の修正と注釈とを

ふくめた勧告の全文がおさめられ， 第 3部にはこれらの修正と注釈の部分が，

説明を付しておさめられている。従って，従前の勧告と比較対照するには第3

部を参考にすればよく，完結した勧告を知りたい場合は第4部だけ読めば足り

るようになっている。

ICRPは. ICRUとの合意にもとづき， 放射線防護の目的には RBEという

用語は使用しないでト， 新用語 QualityFactor (線質係数.QF)を用い，また

レムとしみ単位であらわされて従来は「線量」 とよぴならわされていた量を，

吸収線量と区別して DoseEquivalent (線量当量• DE) とよぶことにした

(第3部iRBEと QFJを参照されたい〕。 しかし本書の原文中では以前のと

おり doseという用語を使っているので，本訳書でもこの際は変更しないで，

従前通り「線量」とし、う用語を使うことにした。

第 5部と第6部はそれぞれ既刊の専門委員会Eの報告またはEの報告に対す

る追加，変更であって，この訳はそれぞれの訳書に対応させてある。
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組司

2 、て創立され

_Io_ 

)心。 委員会は毎回の大会と密接な関連を保って来た。そしてまたp

原子力の分野の急速な発展によって一層ま範囲になった放射殺源の使用につい

て一般的な指針を与えるのに適した団体としても期待さ 委員会は放

との伝統的な接触を充:分に保'"0， るその責任を果たしたい

と三考える。それに加えて3 と

防護の分野全体における る とを有すること してし、るの

勧告をつくる とった方針はp 放射線防護の基本的原則をとりあ

っかうということ，およびそれぞれの国の もよく合った，

tこ3 そ

JヲJ._
:;}.: j，- り入れる責任は名国のいろいろな

るということである。

h 
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と範囲の増大に対処するためp および

とり7¥れて

しつづけてき~)と。

するため

ミコンへンにおける第9巨l 委員会は

Publication 2)および「エネノレギー 3MeVまでのX線なら

(ICRP Publication 3)とい

う題の 2つ bう

ある。

会と よび測定委員会は?

る科学委員会」 から 3 医療上の

でつくることを要請された。ミ
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ものとする。選出 の うけるものとするの

ICRP よってではなく p

(凶 ICRPの委員の

コヘあるL、 されるも cっと

2人ニ4 されるものとする。

4" 

、司"'
されるごとがで、きる。t土lCRPにーょっ

ic) lCRPの ることができない

ICF(Pが臨時の補充として代理:苫をえらぶととができるのそのよう

ICRPによって認められない限り投票権はない。

ICRP (，志、

ることを許されるものと

されることがでさ司る。

り
ι， . 

了あるし、
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されるまでとする。

えらばれるとはかさアらis.~、ものと
1_ 
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配布するため3 委員長あてに ICRPの会合の少なくとも 2ヵ月前までに提出す

るものとすa る。

6. ICRP 委員の投票による もって行二なうものとする。

意見はy もし委員のだれかが希望し3 その:意見を書面で科学幹事に提出するな

らば，会合の議事録に付記されることができる。

7. ICRP その機能を果たすーために必要と考えられるような専門委員会を

おくことができ?る。
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告:>:c と し
仁ー

正

R s Eと F

一安 仁戸 されているすべて レム訪米であらわさ hる。}

のこと (ラドであら去っされる) 三ど きことを

意味する。 ~'r~_BEη とな

めにも用いることに， る

¥loL9J 下To.4 )にくわしく;論じら

れ寸:¥，、るようにらるし‘くつかの

よ

してし、る F

F司
1ハc，ドポ
ムリー

からと勺 をt志める:

"RBE総量"とし寸用語!.'d":f" 委員会(IC1?U)の過去の刊行物中では定義のリス「にや

は告されず，単に ιr認められた記号"と Lて述へられていたにすさFなかった。 委員

会はまずこ1959年報告中で μRJ3E"と、寸同ーの后諾を放射線生物学にもが(射線防誌

にも使用ナることに対する奴念を表明も:_-)~-。 委員会はここに用語 F:BE:は:tt'r.射線

生物学だ付に使用すること，および。放射防訟の目的で被爆者がうける照射をす

れ tての望書t放射線について共通のものさしで表現できる 1つの量を得るためにν 吸

収線量とかけあわずべき¥線ぉネノレギー付与 01:0:1')に依存する係数には別の名称

を仮用ずべきで為ることをすよ告す一る。この{引昔、に対し勧告される名手1;'士号

fac:tワ人々 '1Jl) である o iWにもいくつかの係数が湾えてゐる。すなわち，

(ζ!凶 τibutioD. hCIOl唱 DF) はg 体内に沈若した l司位元京の不均等分布にも

生物呆の修正をゐらわすのに用いられる。吸収総量といろいろな修王係数

ICRP p'u~コlicatlo:a 1固

仲 立ド蓄におし て“線量"と"寸言葉を使用しすことをには，今は“読量当量けでらる

と器解されたい(以下の議論参照)。

ホ*'::7、メリカ NB.s"'、ソ Ff7 84. 
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との積じ程量当皇位。日 eq.uivalent.，IJE')とよばれる。 ICRUと ICRPの問の討議

の結果s 次のように成文iじすることに意見の一致をみた。

線量当量

l。 防誌のヨ的に対しては“総量当量"(DE)となづける 1つの章を定義するの

が{~FFiである。

(ひE)は，吸民総長D1 線質係数 (CJF)，線量子)布係数(DF)，およびそ

の他の必要な修正係数の穏と定義される。

(DE) == D(Q}?)(DI~~).. 

3. 総量当量の単位は“ vムリ CJ;コる。総量当量けヲド、℃あらわした緑豊に適切

ないくつかの修正係;吹を交じたものと数値的に等しし、。

~~ ~~の l?
~ー -0 一

iて守委員会は 1955

Lj:二“RBEη1ITe: 引 を 認

めることにする。これらの{直は3

♂コ LElと

ラ J.'_-~タ戸寸まと~E

から発生し

られてし、る。

わち

ょ

Jく~
1" 

:さ ;hるものであり。すなオっち b

DE  (I-J ムでよ〉らわさ

るQ

(以下

とt士、そ

と-fることを

十t.~~: 

奇

LEIで与えら

られる。この

ることにプよらない

号、o

る。 j~ET O(~， 

マ_(..、し、c

とその LEτ

たとえば((.n ~， 

される。

トー て歩 、
こぴノよコ 十J 之 ~C して./lの?ニ?と一つの

いるととである~

めに語ZI告 'ð:~n_， l，-二 C.}.F と LET とおりであ

r、

~~ 水晶体の場合は特別であることに注意せよ(該当O)J瓦参照)。



(17 ) 3. 19bG年勧告とその1959年i皆様とに対する1962年の注釈および修王

君主 1 LET--CJ F <J)関係

凹∞ M 川中j|

1 

QF 

3.5 L-;(lで

り1一一o 3. t) 

f) 23 ハリ
門
j
t
f

5 - 10 53 23 

-吋 ~O一一 175 53 

るQFは 1とする。ず♂よむごx 
1 

ミ?(、
C~ 'J つ

とふi<. &:1:.， 

の tJ5、はとしておらjっされたおこるっヰ1J主子エネルギーのの

Lアリプ7 NBS .、されてし、るネノレギ、一1m泊号、J ま-C:'つ

それわかってい。しfごカミつ .-C，ノァ
〆:ノド

、一'、ー一 、、申 A 布一
心乙 ζ二β九七、EF心。ピてよフE;る Fを中性子による

/，'、 jレキーがくオっしくは7つ7)・ってし、i"J:¥"ならもし

tdしなければfぷら7ぷL、。し
/ よる

心。). }_jE ，~-L， i::_:'f~記乙-}

こhに 10という (J.F合をはかり Fムデワコゴも

もおよぶようること ~e~主コミシ。 こ

一、 -;~， し一面、‘_/'_/" 
下もjι らすかもしれない。
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相

、ーコきいことがある。よりもLETは 175
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己りむ。も ()'_Fはふ、そらく 20をこえないであろうとい行。コ
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1 (ただし最大エネルギ-E怖が 0.03MeV以下の β二 β+および「線を除

く。これらに対する QFは1.7とする)，α粒子に対しては 10，核分裂片お

よびα放出の際の反跳核に対しては 20ととるべきである。

上にのベた QFの概念が適用できないか，または重大な条件付で、はじめて

適用できるような，防護業務におけるいくつかの放射線被曝の状況が存在す

る。重要な例は，骨に集まる放射性核種または肺中の放射性粒子の場合のよう

に，線量分布の大幅な不均等が起こる場合である。骨に集まる核種については，

最大許容身体負荷量決定のために，“障害係数"とよばれるもう lつの付加的な

係数“n"を用いるという，特殊な方法が工夫されてきた(専門委員会 Eの報

告， ICRP Publication 2参照)。骨に集まる秒、種に対する DEの概念につい

ては，これを体外放射線と共に考えるとき，多くの問題があり，それらに関し

てはさらに研究する必要がある。

肺の場合には，単に QFと平均線量との積によってきめられるこの決定組

織における DEの推定値ははなはだしくあやまっているかもしれないが， も

っとよい推定値を得るにはさらに実験的進展が必要である。

決定臓器としての水晶体

1958年勧告では造血臓器，生殖腺および水晶体を，最も放射線感受性の高い

組織とみなした。水晶体は高LETの粒子放射線(たとえばエネノレギー約 1MeV

の中性子)に対してだけ放射線感受性が特に高いという証拠がある。現在得ら

れている証拠からは， X線， γ線およびβ線のみが関与している場合には，水

品体は“他の組織"よりもさらに大きい重要性をもっとは思われない。したが

って委員会は今後，水晶体を蓄積線量の公式の適用される組織とは考えない

で，最大許容年線量 15remに相当して，最大許容線量を 4rem/13週とするこ

とを勧告する。しかし，高 LETの粒子放射線の場合には 10という通常の

QFの代わりに 30という特別な値を用いることとする。
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これら 1ノ

した。

とつに

うける

~さ

れ
51'ETil町I とし、可

る社会への魚担i:J~ CCX~子力の実際上への応用を拡張することから牛じると思わ

れる利益、f考えると忍ぶことがで~:，または正当化されてよし"といろ考~(こ

もとイいたものて?ある。

とし、ぅ うらにはっ ければならないという窓

〈ますLてL、。したが しfここ

きる ものである。しかし，

と 、行 となる。その代わりに》たと 戸
てコ
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性と特定の対策をとることの危険性をくらべ考えることの必要性のような，別

の考察がうまれる。これらの危険をどのように評価し， くらべ考えたらよし、か

という原則については，なお検討中である。

線量率効果

(a) 身体的影響

放射線の効果は， うけた蓄積線量に依存するばかりでなく，この全量がどう

分割されて与えられたかということ，およびこの各分割量がどんな線量率で与

えられたかということにも依存することが，ずっと前から認められていた。こ

のことは，現在職業上現実に遭遇する最も普通の放射線であるX線， γ線およ

びβ線のような低 LET放射線について特にあてはまる。 L、くつかの理論上お

よび実験上の根拠から，全線量か線量率かが非常に小さいときには，線量率い

かんにかかわらずどんな影響も全線量に正比例するということがあり得るよう

に思われる。このことは許容レベルに関する過去の諸勧告中で暗に仮定されて

いた。そして，これを確認するような証拠はないが，これは評価のための合理

的な基礎であると信じられる。

(b) 遺伝的影響

遺伝子突然変異については，過去において線量率によって変わらない直線的

な線量一効果関係が一般にうけ入れられていた。しかし近年の実験的研究によ

ると，中程度およびそれより高い線量率では，被験生物に生ずる突然変異の数

は線量率に無関係ではないかもしれない。遺伝的影響の重要性にかんがみ，委

員会は近年の研究の検討を特に行なった。その結果によると，突然変異の頻度

の線量率依存性に関する証拠は，現在のところほとんど全部ハツカネズミの精

原細胞および卵母細胞における 7つの遺伝子座の研究から得られたものであ

る。昆虫では，急照射による線量と緩照射による線量との効力に，淘汰に帰せ

しめることのできない差異があるという，はっきりした証拠はない。したがっ
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出の うように少点 された。そして今回 3つの
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Icn:;::' Pubiication 1 

芝、ゆで、はtJ:，いJ、々!ご gコいでしつ

ー，
Q 

る集団

c~ l ， 、ー一，

る納告

でのべたように，

/~ 

、?ι

1、，フ
V 句。 dJ E6，57およ[}:

上の IvlPC

もわであ

01: 

L、と L、うこ

c，' 
へ， ~) 

て lVlFC

らわされていたので3 L.仁1J、る

][ Publi(:ation 2) の序文の中で3

るとき?こ 1 I二1

し、〈 とされるかも L，れな

され "~C 1."、る。したがってs 小児3 よひu

こえることがなし、ようにするためにJ .J出i々の小

I、ノ、4 ・

して

グノレーブOB

;へ 1ム
"" ，'-_ される刊さでありョ 57丘 仁ド 〈ミW

c_ .... しい

tこよ勺て5 こ _;，て されるようにな

* 骨に対するこの線量り:f~;_~.22ß(j) 0.]， μcとしづ身体負荷量を送礎にしている

員会 Eの報告1IC1:':'P PlloEcatIcm .2参照)0
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~)'-
_'Y 1，-。 ることが可能で、あるよう

る。通常の管理のおよぱなし、事故およ

き間損));，おこる(許容線量一に関すそ

してはこの勧告が確認され

ICRkP Publicatiol1 1 以前のグノレープB(a)およびグノい四アOB(iコ)の個

人に vついての生殖腕3 よ
f 
，;) 述べてい

f己。 54 これらのグループョの個人の 3 すべて 組ー

そ勾 マ
ζコ

よとメ Jるふごしtこま|する

]jlO に告!J~良しなければならない

とし、うこと しているものと されるべきである。

UNSCEAP_ 

"-つ」

中 (70)宍)で，

言及し‘

し i~ニ。

~ -，-一一
つ .... c t 可 /~---ciらうつ乙と

主a

してし、ゐ。 25ら

したり

や

じ
」

さなけ らないがv このよう

水 訳j主:第4部11ヨヨ参照

レベノレ(j:か7去り j成ら

~， も

当下まわ

:~~， 

，CSカについて 2つの

Lある

判 攻診断からの遺伝:;~Æま年線量の 14 jJ !;@でのt~定鑓は Tnrerrl から ωí_n:relTIの

諮問にあった。

本 川 IVliulstJアofFlealth， Department of Health for Scot!ano， H，adio¥cgical Hazan:b 

to Patients. S色。コi1dl-epoI:: of the CCH1'lr.tlIttee. I-iI¥IISO (1960). 
Lan;)son~ L-E. .l1cta F，~adz'ologù.:a ， SupplelTi.ent 157・]-127(1958).



3. 1958年勧告とその1959主宇治捕とに対する1962'干の注釈およひ修王 ( ) 

に制限する白 され'つつあるので? これは近い
ー，.r:.t 

う。" 明らかに'-

するであろう。ま 7ヒ2

もたらされる

3占的ーる これら

の使用かたl必然的に付随する ;乙 Z20

であろう。

闘し

は9

;1っ7ヒL、と L、う y

らの適切な遺伝線量に

よ与恥

'a: 
7-:， .._ 'l~ 1，.'''' 
"，.0 I._.... Ii"-

Lfこ。

は

集団り

より

し7こ。 ICRPPublic2tion 1 

Srmオぜよりご C:Si37qCよ

0) 

る 1959

イご子

りス イギリス これらの同じ核

グネ/レム tこおける

しなければならな

さ均三のこってし、ると の1959

るとともに a

についても， っているかぎら もとっし、たこの問題の有

ると~?5める。

:+: NlaxiulUlIl oermissible dieta_rv∞ni:anlInaiIon aft巴rth巴 accidenc9.lreleasf:; of 
ム

T8.cljoac工iγ，r.; illatεrial frOJTl g_ l1uclear l-eactG~_O; l{巴port to th.e Medical f(臼吃arch:

C:ou口ci] by its Cornrnittee 0ロ Protecじ1011 ag品inst Ioniz;ng Radiations. (忍ァzt.

Nled. Jつ 967--969，11 Ap，il 1959). 

料 IVlax. i :rlJ urnωn í:an~inRtion 0:( respirable air a.fter an accidental release or 

radioiodin巴 radiostrontiU.n1 and CaeS1tl1D-] 37 Report to the J'Jledical Resec~_rch 

COUYlcil by its Cornm.ittεe on Protectlo口 2egainstIonizlng RadiatIons. (syit. ]jlfed. 

J. 内 576-579~ 26 ... A.ug. 1ヲ
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-、b椅

J 総P、
'コ

"'~る器十ししゅsa 覗 ('[938 

か lb

じたもので1 "í~ さ" ~l守ぶ (/1
..__" '"- ~';"φ ，---，-JJ:_ 

v 
，'，~)ι 

身体j負荷量の推定値が最大許容倍の半分より小さ 1、ならば，このために体

外被曝を制限する必要は I工L

( ~d ) 

、
¥， ' こわJ il、

¥
j
J
 

J
L
 

f
l

、

ψJ  

う乞)')

より大きいが慶大許容値よりに小

石いならば窃?当i

なL ように f切:刈júl~限良 uな~:i.，りけ7ナ」れば fなJ工:ら 7な工 1いJρ、 O そして，

えているとはじめてわかったとぎのある個人の年令~l:'/1年とすると

のような将来の体外被諜?:nらの総:翠積線量は L5 (N-A.)r己口をこえてはならな

い。ここでNはそのf@人のそのときの年令て、ある。しかし，年令，3Veなってその

り;[，;J、さくなったことがわかったとすると E

V 

」

./i:f;:三LL!日午のこ

，'-，-白人 h

"FTiよJ

しし

ならばn 透過没休タト放射線tこ対する職業との被曝は許されないし

CS13J 

..， 
Q ミ/ウ Lおける CS1S7 といろいろ

これ，さ;J'Lてし、る。ること

むことはなし、JVD?C;値は大きくしし、データによょっらt]:'.，~ 

ひくえなる。.1.;) r o、ウム V乙よる

Sf))O C) t，j~tPC 

ストロン午、

るように在
J

刊

T
J
r

GCRP Pub1jeatiつn2， ') 

"? 

心

E 

ウム， (:カ/レ iンウムと



30 1958年勧告とその195ヲ年増補とに対寸一る1962年の注釈すdよぴ修正 (33 ) 

なった。しか C;...90 
、._)1. るときの

る元号 L ほとんどなかった。 Li、こが q
r.~，~'9む
もコム

る かえたい。しか
h
N
J
 

4

ア

とする Sr仰の IVI?C値 で用いられてい

よるよりもしっかり ?とる。

データによ メ iロンラ一司ウムーーカノレ

rう λノ‘「 の比の約 O.
~， 

，，"， 
c，_-0 ネぎよ

び大きし トロンヲウムと

こdコヌ

およひ.~ Ll 

10-:0μ とし迫 件。 2 jM-:; 

ること は専門委員会 Eの

)?ublication 2) えられている d:う ストロンチウム

1 
~ 用 とあまりちがりていない。 この ιょう

に， 3つのお互にほとん l¥/IPC: 
. ~，- .マ

し，，"!~ t;、，む

の寸'_， 

としノ‘て? こfしら

zはそれ

Jぞれ 1 liY'5 で会〉る。

とヲいるときの IviPCおよ も もとづ

¥，、 。Sre.9~，亡、っし vての MPC
y 

b 

できるが3 そ

ある値とあまりかわらない。

E Publicaci仁川1 2) 

長n222 む (，^，~PCんに

マ
ζ1 d二) R.n222 とそ ひきつ
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。
~コ ることにともなう? る生物学的;卸会は? 心

と三考えている。 とこら，

とすべき 3

均1って， 1959主同こは3

弘司 、ザ

7 心

られていないσ した

着することについての実験物理学的な証拠を用いたのであうた。 この証拠は

H.n222 とそ

られた。

る濃度である oRn222よその崩壊生成約と

する放射線の線量は勺凝結核に付着しなし

。

とそ

よってかわるから， En222 とそ

えている特定の空気中におけるこ

は3 特定の空気中におけるこ

と IvIPC~ 

る。専門委員会日 Pnblication :2) 

計算するために用い

吋

〆L

R丘A原子の全:RuA 

と

チにきさいかんによ

Rn222 

る11ミt也、どのこし、C¥.

1にかかげられている

Rn2:ノ22二-t:'

さの値である。こ

と仮定したと

るで主うろう。そしてこのようたJ

V'o 

Publication 2) 

しな

との

らなくなるような新しし

ホ 訳注 :~r5主 ICRP ヅリーズ 2 の4 1.3言。

う戸

、-

あること

!t::: 

らな



回開 勧告

s¥・

する

4月にジュネー さ;rtる古ITvこは2

( 1日とか 1i民)におけるレ JV&主3 位寸

わしてきたυ すなわちp

均値 とし寸

は平均l総量率一一一線量の一定期間中の時間的平

LカザしこをしてLηヒ。 もしこ ー
い
刷
、

J

L
4
2浸

け

で

再

出

い

か
一
山

.

1

7

 

1

寸

わ個人の生存中には，なん さアしるよう

ろうとし、うこと されてはいなかっ さ;1'[，てし、J;ニ。こ

中程度 21 3刀月jfi内 の

」るこ ま こる p と

， 
νイ

，~ 

いほど長くなると、うことを示 L としてもと Jゴいて

i:::.とえい〈らかL、る。このよう tこ3

こったとしてもフ はその人の あきらかにならないで

あろう。

(2) であうよニ。ある人がこ ( 1年

50)，置として) ると 3

においてp あるいは実 どこでも 750

reITlとなろう。そこでこれは， としてはコ史きなものとなることがjっか

り 1955年の委員会報告には適当な警告が入れられるに至ったのである。

ォ 委員会の1958年勤告から再録した。ただし脚注は19む年に加えた。
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るようになったことは噛

大き 1， ~I.Q I~ 、.，::

はとくに3 しば し、られし7ヒ。 そ 〔ご3

よりはるかに低L、
L ♂，  -市】

工し、7こにーと刀、

わかったc

とさ;れ℃いることが明らか

になった。

'(，¥"亡;ってさ 7:r こしたり午挽このとと

h ノ

L..-担二 ま

もたらすであろう。もゾュと ことt乙t士、

..，_:_ '>- L ~ì 
I._.. (.:._も

しp あるいはも皮ずる

f_Lr えし
!一一.!r(ーノら

J止とへ芥う。ノ心。') ) <.J 低レ

おそらぐ呆?としてはし、tJ:，、と

之、 ?ζ つも!こか

それにつれ j差し二。この乙と vt， よ Z
'0.> 

り し、くつ/戸の国でパッタクラブン よるもの

しL、? とL、うことカ.，コカミっニプニめtこP ちら からず~1包められ7三 0)

〆ぐートス
しο!y G 

(5) より円 中での は32ζ そらく

しなかヮ 7どと思われる他の医師達より J きし、こ

わカL コ7二。これらの

こは;(子tJ:Z.つれてし、ると t土いえな))、つ

をえず合Fまれていた。それゆ

記の 750Temよりもはるかに

dコ

， ' 
Vι9 

そ つ i~二人々もやts

なった人々がう

ない。一方，て:れら

よってjむこっ了こものな心



委員会の勧告
¥
J
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「

r
勺
dpt

、

吋_， tニと こと もっとずっと っ7に

〔たかも知れたL

まコかつてし、なにし、。 もしも るしきし叶直より

i~ t， じ/にし、と

ることと 3 もしも

ることもできょう。こ そのしき

b 心と それをP 屯〉

ザ、-'̂ 
ウフ。\.~ L 7'!; t、均， しかし 750;εω とし、ぅ

は勺 しているとみるべ合であろ もひか

えめなやり ることであJうう。その

~t、、 f〈ニヒ の高い乞る人/てに白 せる

こと/);夫、':)乃ま j'Cそ るであろう。

'よ〉 し、ても L‘える。

ら ~"1，てし、る

しなかハにと思われる

してしもるかどコかということに関して3 しつつl 、fJ;"、。 しかし屯 日

より直il:'-Ei 

るt士 あらわれる。これをよ h

日 yうνコ3 ることがEし い と さ れ る な ら

ある

;らろうと

L早められるものとし されるかも Lれ7'1:t、。

J 

，~、
~ 

!、
コ

1よし「 してし、る。

病) り 3 モ~'Ll宇 は3 その

a: "_- t今日"十ず"

~，乙て》ノコ ノ。

はすれ♂ とJ思:わわJ る0)-('

さセk ることで怠ろう。 Lうる
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のこれら 2つのをあら ょう ら*1.，てきているつ

るc 障害があらわれる

自立たないものか ものにいたるまでのあらゆる程度のものがらろ

う。 く わたって子孫の こる傾向があるがヲー

重大な障害はラ欠陥のある った個体が早期に死ぬことによっ

.-' 

'"' 
るであろう。したがって，

こされる

ある よってそれが

っばにいってi可じであろう

抑制する臼こ主として考えるべきものは(個人的

という点 Q 

ことtこよって9 らいうと、

~r，こ F自のある :，'ー IVV'正二

されるか3 あるいはもれと

こしてしリ去し、 されるかは震い白

しい。

(め

する

d〆ち

なし。しヵ、 lハこだF J ， ることが望ま

ムこ では〉 と集団

がなされてい
市 __ _1 山岳 吋

しョ二 It，~)心

とし、う言葉ではなく 3 何年と

られ、ている。

は， 1956年のジュネーブにおける :{cよし、

し7どものである。そのと

実際上主として

よる 3

さL

ム
'も}o

子守

、--，'q..i 

もたれる

る。これら

何年という Jつ
._S. μ 

C了

fことえ&i



'L 委員会の勧告 (3ヲ)

となる y と仮定するのが妥当で、ある。そこで3

ヴ晶
、-.

(-r-なわちy ある うける

さ続いた 7日間η) に等しL

うけること

l回被目撃で

，-~:) 

、s、，
「・

~"る さわJている。 とえ

の大きさにきめられた。任意のひき続いた1:3週としもう

と思われる程度

の筈u 、間隔でうけること ~ c句し，.戸、

Ij-: ¥，、ょう

(11) 

けた線量とシそ

るためである。

-<ibゐ 円

こることが知られて¥.、

る る

?こ詰メこ~--1~ 中におる)を作るこ

とt乙ょっ じ7亡。このことはy C士

を 5Cl11 と に) し7口、こめl'こ必要となった。

今思 そ'j_f;_二 )!-.ノ伊 E し， 531J 

オヮヰ~L. -亡し司る : 

(ι) 二およ

::r:o'よ

12 
nし/

1、
ての他の臓器あるい られてc"

、
rerτl} ， 年

l

ゐ

およ しては，

る f~艮度は ， D=らという

量を用いて規定される。ここで D

ホ 27項の脚注参照。
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である。これにp 任意のひ 、Tこ133&の される
J. -，.. 弘子

、j 1'1'21-:1 ど」 FL-

てはたらないとし、う規定が付加されている。

(13) 

、た13週

る。 こ才しは 0，6 

よ了戸 ，;;， 7ト

られており l 勧告倍 C;.8 ten1であ

され7こ

"ー可¥ ぃ ， 三ヨ7よ〆i;;J) ζ し、コ ものである。 13iJ8!でt土'7，8r日m となる

が3 その♂ re]Yiとし、う毅干に現在の知識によっ される目、との正確さが

あるかのようにとられないために，最も近し -1:，-';-'し、
吋，

て 1 }!:. i:--L，る 二 30:cern ---C"づるつ

は3

、、す吋
二戸、付加。 と ーてとり

ものであることに注目すべきである。そ士しゅ

ゐ ]_， 5 )-
} されるぺきである。 じたが

て3 こ({) を》 さ~1_，て L:J r色加が

ら8rer_o されたのである。 よりもっと上~~j~ ことに

なろう。

_，-
' .. よ

をl火つ l号コう iヘ二)¥，るよう

は3 個々

るもので為る。 6)る。

i 、-
':;;:-0-d. 目標は，はっきり fっか

としたりあるい ることである;.]:)

カ117カミってし，7ぷし、 あつ

られjt~こデータを'I 十出t
 

ラジヴム

して定められよう)。 ぬそらく J :ーられると， こ

市 27項の腕注主主照。
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れら 1つ(たとえば甲状腺)におい

られたりするで為ろう。

したりあるいは

よって照射さずしる時p こ

れら もとづくテ¥ータがなかったので，

し

すなわち O.3 週という低L ると思われて¥，

た。ふる さオt:-C¥:、るfこめに，

じ許

さ;i/していること t主尽なら 11ミで

ある。} とy まi-:::..こ:十Lら

と向 高いものは 1つもわかって¥，‘ IJ:l 、とし uう 間同ノ

という〉さきに勧告し

会且の報去に記したし、〈、

ある)c しかしその

Lてし、る c，

fI;る。

(たと

おのj童っ

告された，

(1ら)

¥，、コ

:をじ <， 

して言いあらわされ

4工en1になり司 15r目立という

よみi記さしるもの

しオ占の

ってし、る。

，g 

、-r -.:l_ 二と会 J

っし c7こ。ニヒiJ:

より畏いとし のために)ο しカ a しどり るのは

ることがでざよ

いてはp ほとんど

え知られていたいということである。個人が成人にす己 L k. 1:安 I~'こ曝始まる

きわめ しい。 用いに適当な ら手がかり

水 良の問Ji主参照。
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いくつかの研究所でまもなくこのよう されることが望まれ

... ，?:'-'，~ハ，，<
/.，) 0 -''Cイ[， ::t 

1 

くすること

も 1つのあるいはい もし

J 
¥ [;:;" 

中 うけるものがないこと

0.5 

るために，その(あるいはそれ

らの) じられるよう勧告する。

るほどではないであろうと予想さ

ヰペしる。 こ~'L V主， さktる おける最低の年

よるしておく。それ

、~町

包L ノて川グクラウン と では

いない。

L、 アノレ，~ お

をうけることが言干され

ので，この 3る。
~ 

」

とし、う きさに祉っしドてはなんら

{直 を して

令

てコ 1/10て.る*。

(17) 

画を行なうには 3 る。これに関して

る。この問題はいろいろな国

されてきており p なされているc

会n，、、てこ

はp

る

し

イノ1つ し71こ。 しカミし，

る。こ して最も のは3 全く直すことがでぎな

'1: 54) t;，5項も参照。



4. 委員会の勧告 (43 ) 

いとか，あるいは直すにしても非常に経費がかさむような重大な危険であるこ

とが後になってわかるかもしれないようなことを，現在絶対に行なわないよう

にすることである。委員会は，危険と利益の聞の適正な収支勘定をすることは

まだできないという事実を認識している。というのは，考えうる生物学的障害

と考えうる利益の双方について，現在可能であるよりもっと定量的な評価を必

要とするからである。さらに危険と利益の収支勘定に影響をおよほす諸因子

は園によって変わるであろうし，最終的決定は各国に残されている(一つの国

の中での作業が他の国々に影響しない限りにおいて)ということを十分に知ら

なければならない。

(18) 委員会は，ある 1つのカテゴリーに属する被曝を管理する責任のある

人々が，計画を立てるに当たり，許容される全量のうちで不釣合な分前をとっ

てしまわないことを確実にするために，いろいろな被曝の仕方に対し最大許容

遺伝線量の割当を行なうことが重要であるということを指摘したい。しかし，

今のところ動きのとれないような割当を設けないのが最もよいと思われる。一

応の目安として， 65項に割当の実例を追加する。

(19) 簡単にいえば，次の方法で，遺伝線量に対する限度が提案されるにい

たったのである。いろいろな園内および国際科学団体が行なった評価によれ

ば，受胎より 30才になるまでの聞にすべての人工放射線源から蓄積される 1人

当り 6~ 10remという生殖腺線量は， 遺伝的障害によって社会にかなりの負

担を課するであろうが，この新しく加わった負担は， “原子力"の実際上の応

用を拡張することから生ずると思われる利益を考えると，忍ぶことができまた

正当化されてよいと考えうるであろう。現在のところ，その負担の大きさにつ

いては相当不確かなものがあり(たとえば国際連合原子放射線の影響に関する

科学委員会の報告を参照)，またそれゆえ，現代社会の要求にこたえるために新

たなエネノレギー源を供給する必要性について正当な考慮をはらいつつ，大集団

の被曝をできるだけ低いレベルに保つことが強く要請される。すべての人工放
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rL 
内庁、マハ 守、 ν

ピコりより γ('11;. こし 1 フ ほとんどの よっても

とみなされており v すべて まし 1，、

と思うであろろ。為る冨々では， ら 4白 5:re，:nである

)， 
」 されていお米 。fJoint ICRF ICRlJ fOT O巴リい。

円。 P →!

とjClent111C Lor.nn.utt巳巴 。それゆえ，もしずペて よる遺

(] rerl1 るならば， 医療i子主主日以外のすべて よるも

のはふこれらの国々では 5:ceUlに抑えられることになろうコニのことはp

れらの国々にとってはうけ入れられなゾ、拘束となるであろう。したがっ寸.'.1

ら3 えること 3 そし

ゐ。

3
 

，
 

」
JVV 、

1 、ァー ブ)，"トザ
どお 7t:.L~i!，~， 〆C;;'cf、Aι 屯〉 ぎるであろうとし、河こと v 

ている。乙れらの 、C_， 人工;ι)

よ して 5renJとし h う

る。

現在のところすベ、ての

、"

i;) 
~，、， ， 
らしと7、内

ぜき 3 七してと 5 rer:rlとL、

とはちそしてなしぺ:、為うう。ほともどの国においてはp

L1. r日mーより t主る しょ九と

し、コ なされているので， ロコ コ

ける 10Tem よりかなりノなく 3 そし おもて~1:， ?({1~: ら

6，日ulにもjきしてにいと されよう。さらに，

できるカら )a:らつ。

弘 、
) \_~ζa うものあるも

70 b項も参照。
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のについての倍造ょにt変更および/ま られないであ

ろうということを旬日ってレる。 より

1コ7こ心 さをもたせたことに るにて三 こじつよ

フ ~C うごとは2 望ましし、ことは明らかであるが，

とvぐはなし、。 自
、一丸、下 1'--___ 

5 こえるべきではないことを 。d

し‘〈ま、jさえ

らjしてし、fよし したいυ この理由

で〉委員 fコうるよ

うにし たし、のでF っ式こり利用したりすること してし、る)，

)，台、 もとづLdfミデ¥ー々なら ょせられること フ、
。ノヒヨ

• nm 

図的

よる ) よひ?そ ;ョ

もたらし，うるものである。これらはそれ

とIGfCはれている。

時{口 p 臼

i九

、-，
ζ〕 1:， ". ;'~ ?}>_ t ザハ」 ζこも】り心。

L， と ることによりタ 〆『

οJ 

ととカヤだぎる。

ホ この示吸はペ三になされたことに注意志ピ裂するの

** lC'{i2年に改訂されたの
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/つ仁二1
¥ム」υノ

共に3 その集団

目的はp 身体的障害を防止し?また

とどめること寸三ある。

とどめると

(26) 身体の臓器および組織はし、ろい なる

それしゃ

に関連する

目的のためにはy それらがうける

1ち

ょ

マ
心 ある。そうすると p され

きな重要牲をもつことになる。その

し Jい 同門-l-r r: 
c c.' 守二 4じり とI呼ばれる。

t工3 とI立.， とし

、身体 授〉

るひこの報告では3 これら

れてL、る。

てし、j:こ。こ で

であると考えF ら

としてあげられ

しないことにぶって句勧告

されている。

ある部分に大件、かぎられてしる場J合には司決定組織と

は3 そ ためか3 あるい と限局さ

い線置との組今わぜのために.永久的u障害令最もう 、と思わすしるような

Uヲユ) 0

よ

員会の1955年勧告 J. 6)には，

計算する J"、 る¥，、 きさに

ホ 1958年勧告では 3 造血臓器，生活腺および品体を全身被爆の場合の決定組織と

:考えた。水晶体は高 LETの粒子放射線 (j:ことえばエネルギー 1Meγ(0中性子)に

対Lてだけ，放射線感受性がとくに高いとし寸証拠がある。現在得られてt、る証拠

からは x線、 ty線およびβ線のみが関与してしる;場合には， 7:1<::.晶体が“他の紅

識"よりもさらに大きい重、要性役持っとね~思わずLない (52c項参照)。
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ついて記述:ゲJあった。この言己主はその tこ されていなかつ

ここにη;づてに述.".，.，る諸原則をあてはめることを勧告するの

ノ

ー
に

し
心 "" d 乙

ぅ

内 日

に小さくすることにあるとをにはヲ 予'-話

ことカT正ーしい 2さ;}:"，る。こう

ととり得ると t，う コる。

るにあj三勺て、 しもら;れてきた。

よって しi二ときには3 1 cm2 と寸"

，~ L
f
 

bv t
 

可

し/ L 、たよう Uこ思ゎ;れる。そこ -r-.::~ そごとhような

は 30CITl~l くらいにとるべき乙とを る。

きめるために用レられているやり ある。

レ
乙ー

:30 c口についての とし

ること ド_t.~./.__ 1 ι プ、、
J、ないじめ .i-:Jつ。これわり は lcmちを:

とする 3占y 刀、 y →-~ 1 
<1... v_J '-.， J '-_し

吋

o 

時同 り均 台内 ¥乳
日rr 世 if.:;[t邑

ら幾分でも ることは，

をもたらすかもしれなL、そこで，自 よる

る乙と t主3 主)，る される。し

力、 む
l
l
O

L

、
ることなしにすま-]:i~ることはでまないの

て-， ム はたし、

ような危険を伴プょう程度lこまで宅制限十ることである。この

と[司;::V:f;j1ν芯もの寸うある。

とfj;勺 Jコ されるかまた
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よるか"、

遺伝的障害の起乙る

るようなど/υ

えなし、ょうねとる

がおこっても 3

ま了こ二3 よろ

1.-
c、き てらし まi':二十ま

ある。またもっとひんぱん

L弘、戸，

y 
」

よ:;;)0 

(jことえば白血病)

られるであろうじ

こると思わiしみがp そのつき

さり:1歪;む もので糸、って，おそらく なかにカ弘くれ

てしまうであろう。そこで3

てはじ:む

bザー司

V'--， .A'Cい

て，

qιヨー ー

フーと

の

〉一

、一

JfEとし

もと!づいて 9

7工

ともなうことがある? ということで為るコ

てもたお3

えも p そ

てとら

らの人点

かそれ以下であるこ止

きいものでゐること されてきた"

ぜっ し

ょっ されてし、る。そ

さ才してL、る。 しiと点Zって9 こ

る

にし

とも

とよばれてきたの

もい〈分かの危

L..-/.，I-<iレ"i: d 7]~ 

と

(/え )l/fC し冒寸:さ

これ

コ 7t， 
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いものではないと考えてよし、であろう。委員会はあるきまったグル{

;ら L，:_ ，:_ 
J し'-つ

したc

その

集団がうける

y、

」 は 5r引Tiホ左 t"う y 

」、 この

よる “原一子ηの ることから~

とると忠われる えると忍ぶことがでた，また正当化されてよい"とい

う三考えにもと u 点、たものである。

とし、「

し3

らの

別の

のよし三)'Jミとし、 h

く，こ

がどん

とL、う うらに 7};:け

くまれてし、る。したがって明らかに，

一一 づ三 r 一、
し I 品

るとは らないよう

、 ーィ、
こ心にーと

うまれる。これらの

L、'"(V:t， 1';): 

X 
J 

どのように評価 L，

o 

らない

Lt:ょごj

は、国定L

よ

え7こら

るは、/うゐりでな

、
Cご えらオしたかということ 3 およびこ

えられたかとい行ことにも む\~ (.二

めら 'Cし川ヒσ このことは :l--， l~トぜ、
…九しマ

ム
J'~ よびβ絞のぷう T17円『

ムJj_~ 占 し、 JFJ之はまるむし、

ググラウソ rと医療ょの被曝からのできるだけ最低の寄与とを除しワ、ふ

すべての線源からの被爆。
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，/:.) '，-
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さし、と

"ρ 
''2 も 、かんにか;品づっら ると L、うこ

と ;b~ あり f号るように忠:!っ:れる。」のこと 中

されてLヮピc そしてF こ
，.，Y._ ，ーム V い'!.，.-， )ふ
fぶ¥， '. lJり L，、

ると信じられる。

j古L、 ょっ

うけ入れられていた。しかし近年

よびそれより高し

な"、かもし ~L7~ \r、。

Fこ よると，

ぺ、、フJ
V

づ山
11

 

吋

d
t られ

7にもの勺i，bる。昆虫

L反りることのでぎなし

よる

九るという p はっきり 7よし、。

しニì)~ って3 tJ: ~、ように思われる。

上司:し/こところにもと ところ， メJ乙おける

るた ることはしtJ:t、。

カテゴ J)

こ:れら Id' 
"10-. のみなら Tぅ るよう

されて 1，' ;ふ。それゆ る として

で2守るだけ とと

る

れるべきrで為る。しか

Jャ
c: 

ぶってうける

とはEリにし

自然パックグラウ

わち3

よる



~ 委芦会の勧告 )
 

-
戸
内

υ
dt
、

、ヲ

ζ〉

イックグラワン よってかなり
ザ r _'~ザ
寸ご G I._..-'( 

ノ分 よく知られてい沿い。も よゥ

、五、
〈士 乙

←←一一，て ものであるが からの許される笥:与は不定とな

!)、 ならざるをえないであろう c したがって同然パックグヲ

フン /_;::， ，-
」 さオしずこすぺて

恥 4

u 、〆~""

Z与』ず

己むをh

かぎられJてしもるが3 も決:る さらさ:れる。'_，

ノ守 口コ ど るかJ そしぺま

主F 果たすかにつt、て

:およ』宏、すあらゆる

のなかでそれがどのよう
'l_ -....古，
ζ 」〆「

価することがでさない。 ャー し
」 ι

0) よびこすしにともなう してし‘る。 lJ

守

Jご刀ミ Jコ するにあたって，

るまでに(白人がうけ

Jコ£う

ヲ

」 らは~~かjじているの

こ る個人の次の 3 つのブ]'"デゴり，--~ ，-を包含してい

る。

1 0:コカテゴリー る る内

2のカテゴ 1)ーは， ノ
¥ il:乙

出
回 も 7~ニらす3 ょう

上ときど

されて

ここに定義されたはじめの 2つのカテゴリー内の被爆は，

防護条約中で用いられている 2つの被曝グラスa ずなたち (1)護用契約がiJ[接放射

線作業に関連している労働者，および (2)雇用契約が直接放射線作業に関連してい

ない労働者に該当すると i，、うことに注目すべきである。
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いるのではなし

30)カテゴリー

ら成る。

ノ二ご え9

"-

から i衣る。

る

属 として

カテゴ 1)ーに

つし、ても別

とは3 ふだ 心。

のうち あ

る

るこのグノレ…プから じられている。

'b，スーとJ_人々はp たとえそのJ 人ムろが日 浸コる

j刊さ十Lて1、十たいにしても F 管理区域内で生じる放射線に被曝することがある。

このむテゴリーは生殖可能年令の婦人，および，伯の危険にさらされている

ゐろう ι これらの理由で 3 これら

ゴリーからの?

これらのカテ

じらヰtている。

、も> -， 
〈わ，:;:J ま 1~ニ 1ft \， 、点、 ti:

と〉 ることかつできな L、 るかもしれ)J:

し、。 1ーとえ ョンセット，な

ら
...!i:" _v，ス
〈ご々し-"w

し、ろいろ ;る。カ:，lJc.る

やすく 台ないので3
k
J
C
 

し、角、なる個々 の



委員会の勧告 (53 ) 

才礼、ても し:今:~、とし、うこと ~， O:ヲ ろ 5o 大@:

であろう。 れるグノレ…プの一つのサン

ることは不可能

そし

て

てそのサンプ)t/の中のど もうけないように，

t./ 吋ノを ること、であろう。 れたサンプ〆の中 と

勺た人々均三 サンブYレ中 よりも勺と高t うけるかも

するためにタ

に?支るであろし;{l，fl:'，、と i、う

(40) 
づ

Q 

.，' -，-" 
，~ 

とが望ましい 。、♂ しうる

ふ、.
c 

11こ用いられたけ hこ_f!、，

と

医療との被曝

ムL 舟 r、
戸J り も

あたえられなし、
v

(》 じらわ

ている)。

限する目

は町一つに

さiL千にこ。 こ レベルを用

L、 おこったという明らかな あゥ 7どからではなく J むしろ

カミiJミQ レこ才0'1イ、 Cl(l~刈 ごく し、かもしれin、とV，

》三，-弘
') _....，.~ヨ もとづt、たものである。
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ょっ 2: ・

と:罵1ピ 行号ける 心"' 

ddb3、5

f土? ょっ、てさまるも(つである。

、たグノレープの中

ヌオlてもよし、。

fも、つ{:ー コト

d-る

〕、 U〆l~)、 q され了こことは"

、モみζ し2 の クノL〆ープtこと勺となん i工J

ものとなっている。

れる。

加

、-

るよう

されてし J る

ゐらゆる

ヲ、
iO) 0 

1，、かなる臓器~~

ホ [962年に改訂されたc

できる

の

おt"ても，

J歩， 、

仁;ョ ま7ヒ

d】，tJ

)， 〆み」にV入 ;;h-， ~2ス

あること さ

よる
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作業時間中 ょっ られる J 

'-明
JにP
<::' 

とからなるものとする。 それは剛 L、かな

;?Z も会まないものとする。

さすのであってp そのよう

さすーのではない、 ということを委j員

J...l 
Lノ J、_'，'・ 0

よ される

次の関係によって定られるものとする。

ロニ ~J

ここに D は r己mおであらiっし 主こ!~、 J.J らわし で

ある。

18才か 心 。01
ぽ m であることをこの L-口、る。計百f6よ 日日刊にはこ

fI.lt、ることを る。

l3 

(49) こ ぎりではp るノ人はい て〉 7;こ

においても 3白川?とこえなし してよし、

わちy いかなるひ 、た13)1長においても ren1.をこえてはならな (j 0 

3fern としてうけてもよ L、c しか る

、".c しいので 3remの程度の一回

もうけることはできる るべき?である。

EBEと (}F' に関するn;E)主の議論参照れ

村 もし線量が甚だしくポ規則iJ:.率で蓄積されていくと玲えるべき理由が何も 7μ、な

らば，ro、き続いた13週の期間一|のかわりにB 任意の日付からはじまる i!腎むよでま

まった13遇Jを用いてもよし、。



生殖可能年令の婦J刀被爆。 4

;る

リ:::TeIl1 (r) 

-"--戸川ふ- ， 
とJにほし '0

さ才しるべきで丸 ~o これは

1 或
寸 られることに相当する。こ もとで

2ヵ月間に妊のうける 通例，委員 ると

， 
νヂ

，~ すなわち 11日m るであろう。

と誇l訴されたら句 のこつの妊娠若手}問中に

るよ

へ〆 るべきである。たとえ る

るような

Lノ される卒よりも大きL

さitぺLてL、るのではなL

しなL、j"j:らば， こオしら

をこえる ることはないか t土正二

る。

f.:ーとえ ~í 150 k'l;l ミ7
ノ，

，-
J 

'~ 

u 

ょう fご-， よりもずっとひ〈いような Jj犬伝Lのも

と‘あるい されているか，または放射線被「思しないj曇

しょ3 をこえなし率でつづけるな、ら

されるであろ号。

特殊な場合への応用水

ある まで される

ると y 実施上の混乱立もたらすことになる。すな十っち、主りる従業員(すでに当

してしまった)は、すでにとの公式で許された

しているかもしれなし、また; この

ホ 50-'-51e項は塁手員会のlヲ58年勧告からの再f設である。
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由から望ましし、かも知れずp

とみ lっ i'~L るよう

うに心がけたものであり，そ

では

と7工るよ

し えない(この

、、
υ} 1，、うこと 、一戸、

である)0 

被爆歴不明の場合。 はっきーりとタiっ

ていないときはヲこの入、はこ 当i¥、っけ九、をすーでにうけて¥，-'

ると るものとする。

。U3rEm とし、 F

されるよりも

してしまった人々り、そ
l子、 1 】

ミfoドJ0
ι♂ 

」

L
W
九
a
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C
 

れたものより低くなるまで(，主 3 いずれの 1年におL、ても 5ren1より高い卒

してはた I~ 1，、。

j引 ρ ても

5.remを売さえではなら
也イーー

は7J:.ら7五L、 ，J:り低い国があ

之 1，，，，，'ノ。

ザつ 25 renl 

し p 刀、

まで

えrうえもなければならない。 そ

上Jどの

なし、。 25rerfi Jりも高L

ト乙よる は[コむものとみなされな らない

のて、》 L、vf る?こL

dJlf'こ3 らktな らなし、のこのことはF
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にただ一度，，)の後で放射線の仕事を中断したり被曝を切りつめたりすること

が，その人の職業をつずける際のハンディキャップとなるような場合に，放射

線の仕事をつずけることを許すための行政的指針として企図されている。

(51e) 緊急被曝の場合。許容限度をこえる被曝をともなう緊急作業は， 従

業員が 12remを超過する線量をうけないようにして計画されなければならな

い。この線量は，緊急被曝の時までに蓄積された職業上の線量に加えられるも

のとする。もしその時に，合計が上述の公式によって許された最大値をこえる

ならば，この超過量は， ，5年ナこえない期間の中に蓄積線量がこの公式により」一一一一
定められた限度を満足するように，以後の被曝の率を低下することによって埋

め合わせなければならなし、。妊娠可能年令の婦人にはかかる緊急被曝をうけさ

~.l せてはならない。
三ちA 胃'1"

Lf3E 生殖腺，造血臓器以外の個々の臓器の被曝

. ":j.' (52) 生殖腺および造血臓器を除いて，身体のある部分または個々の臓器に
/ ，_ F，笑際上限定されている被曝については，公式 Dニ 5(N-18)から導かれるよ

， り高い線量が許される。以下の勧告がなされる。

(52a) 皮膚，甲状腺および骨本に対する 8rem/13週とい う最大線量今任意

のひき続いた13週にわたって蓄積される皮膚，甲状腺および骨の長大線量は

8 remを超えてはならなし、。この勧告は，手および前腕，足およびくるぶ しの

皮膚を除いて，皮膚のすべての被曝に適用される (52b項参照)0 8 remは平

均 0.6rem/週より導かれたもので， 1年を50週としての年線量は 30remに制

限される。

(52b) 手および前腕，足およびくるぶしに対する20rem/13週としづ最大線

量っ手および前腕，足およびくるぶしの被曝については，任意のひき続いた13

週にわたって蓄積される最大線量は 20remを超えてはならなし、。 この勧告は

ホ 骨に対する線量は， Ra226のO.1μcとL、う身体負荷量にもとづいている(専門委

員会Eの報告，ICRP Publication 2，参照)。
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上記の末端部組織のすべてに適用される。この20remという備は平均1.5町 m/

週から導かれるものであり， 50週間の年線量は 75犯 mに制限される。

(52c) 甲状腺，生殖腺，造血臓器以外の体内臓器*に限定された被曝に対す

る 4rem/13過とL、う最大線量。体内臓器の場合には，限定された被曝はほと

んど専ら体内の放射性同位元素から起こる。管理区域内で人々が吸う空気およ

び飲み水の中に放射性同位元素を放出する計画の多くは，個人個人というより

は職業グループが被曝するような状態で行なわれるから， 47項に与えられた公

式に対応する公式を体内被曝に適用することは一般にはできなL、。もしも当該

放射性同位元素の空気または水中における濃度が専門委員会Eの報告の諸表中

にあるレベルに保たれていれば，問題としている臓器に関する0.3児 m/週とい

う平均値は(専門委員会Eの報告中に記された若干の例外はあるが)平衡状態

のもとでは維持されていることが期待される。また実際には線量率の変動が起

こるでゐろうが，この変動は，任意のひき続いた13週にわたって蓄積された線

量が 4rモmを超えなL、かさfり許容することができる。この値は 0.3remという

週平均値から導かれるものであり， 50週間の年についての年線量は 15閃 m に

制限される。水晶体が高 LETの粒子放射線(たとえばエネノレギー 1MeVの中

性子)の照射をうけるときには， 10という通常のQFの代りに 30とし、う特別

な値を用いるものとする。

(52d) 数種の放射性同位元素の隈取による全身被曝。放射性同位元素が混

合して数個の臓器に摂取され，その結果，それらの臓器のうけた組織線量が互

いに匹敵する大きさである時には，この組み合わされた被曝は実質的には全身

被曝を構成すると考えられる。従って被曝の許容レベルとしては，生殖腺およ

び造血臓器に適用されるものをとるべきである。

(52e) 放射性物質に対する短期間被曝。ひき続いた13週の期間内に一固ま

たは数回，短期間放射性物質に被曝することは，もしこの期間中の放射性物質

本 水晶体が含まれる。
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却する。したJゲつての もしもこの紘量が最大個人線量のわずか10%にすまちでしもなら
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4. 委員会の勧告 (69 ) 

D. 作業条件に関する一般原則*

責任

(7Od) 管理区域の所有者または責任者は， 作業条件ならびに区域内に働く

すべての人々に放射線による危険と管理の方法をおしえるニとについての責任

を負うものとする。彼は，区域内の作業の結果生じる管理区域外の放射線レベ

ルを，被曝が 53~57a 項で勧告された最大許容線量を超えないように維持する

責任を負わなければならない。

(71) 職業上被曝する人々が年間1.5 remをこえる線量をうける可能性のあ

る場所は管理区域とする。

(72) 管理区域とは，放射線または放射性物質に対する職員の被曝が放射線

防護担当者の管理のもとにあるような区域である。

(73) 放射線防護担当者とは，適切な放射線防護規定を適用する知識と責任

をもった者である。これは，管理区域の所有者またはその責任者であってもよ

いし，もしくは上記の者により任命された技術的に能力のある者であってもよ

し、。

(74) 資格ある専門家(すなわち healthphysicist) とは，電離放射線を測

定しかっ放射線防護に関して助言するのに必要な知識をもち，訓練を経た者で

ある。資格の付与は国家的な委員会によって指定された形式のものとすべきで

ある。料

放射線サーベイおよびモニタリング

管理区域の使用前のサーベイ

(76) 管理区域内の作業が，放射線による危険の観点からみて環境を大きく

* 84a，86a項を加えたこと以外は，委員会の1958年勧告から再録した。
料訳注:75項は欠番になっいる。
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A。 自発平交分**エネ fレギーの;元 ~々o

IC1=<~P PEblication の表 l

および空気中日らびに水中の陵大許容滋度"に対する

1962~'1午補選。

ICRP Publiu心的 2 の表 596c有効エ大ノレギーη に対する 196~~九三浦遠心

IG:P PU日Icatlol1 の表 5 壊変連鎖の有効ェネノレギーおに対する1962

年補選。

i_C::RP p;jblication の表12， “生物学的および関連する物理学的定数"に

対寸る1962年尚道。



5. 専門委員会 Eの報告(ICRPPublication 2)の1962年補遺 (77 ) 

体内放射線の許容線量に関する専門委員会Eの報告 (1959年)への1962年補

遣に適用すべき注釈と仮定

CS137 の組織内分布

いろいろな身体組織中における CS137 と安定セシウムの分布に関する最近の

より広範なデータによれば，分布は大体均等であることが示されている。これ

らの，より新しいデータによれば， MPC値は大きく変わることはないが，セ

シウムによる骨および造血臓器に対する線量の推定値はひくくなる。

Sr90 の MPC値に関する勧告

専門委員会Eの報告 (ICRP Publication 2) が刊行されて以来，ストロンチ

ウムとカノレシウムとの人体内代謝に関する非常に広範なデータが使えるように

なった。しかし，最大許容身体負荷量の 8r90が持続するときの危険性に関する

新しい知識はほとんどなかった。したがって委員会は， この際は Sr90 の許容

童生皇盈量に関する勧告をかえない。しかし，委員会は，この代謝のデータ

は，骨を決定臓器とする 8r90の MPC値の推定に対し，以前勧告中で用いられ

ていた指数関数模型によるよりもしっかりした根拠を与えると考える。広範な

実験データによれば，食餌に由来する新生骨中の無機質のストロンチウムーカ

ルシウム比は，人の通常の食餌中の比の約 O.25倍である。人の通常の食餌中

および大きい集団に属する人々の骨中の安定ストロンチウムと安定カノレシウム

の平均濃度に関するデータも得られている。この 2組のデ{タは共に，職業上

の被曝 (168時間の週)に対する 4XlO同6μc/cm3 という (MPC)ω 値および

4 X 10-10 f.kc/ cmとL、う (MPC)α 値が，骨を決定臓器とする最大許容身体負荷量

2μcに相当することを示してL、る。これらの値は，専門委員会Eの報告 (ICRP

Publication 2) の付録に与えられているような，ストロンチウムの体内滞留に

対して案関数模型を用いて計算した結果とあまりちがっていなし、。このよう
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5. 専門委員会 Eの報告(ICRPPublication 2)の1962年補遺 (87 ) 

関連臓器
全身の最 最 大 許 d廿，・ 濃 度

放射性核種と
大許容身

(太決字定臓は器) 体負荷量
40時間の場合の週 168時間の場合の週

崩壊の裂
((MμcP/Ccm)ωa)|l((MμcP/Ccm)a a) ((MμcP/Ccm)ωa)||((MμcP/Ccm)a g) q(μc) 

96Cm間 (可溶) 骨 0.04 10-4 5XlO-12 4X10→ 2X10-12 

α，β一，

肝全
G
腎
1(LLl臓臓身) 

0.5 2X10-4 9X10寸 2 7X10→ 3XlO-12 
γe司 0.2 2X10-4 9 X 10-12 7X10→ 3XlO-12 

0.4 3 X 10-4 10-11 10-4 5XlO-12 
6X10-4 10-7 2X10-4 5X10-s 

(不溶) 肺 10叶 O 4X 10-11 

GI (LLI) 6XlO-4 10-7 2XlQ吋 4X10-s 

自
α価発C(

〔
81m9核1%%

醐分)
) 
裂

〔可務)

喜全
GI(

骨

LL
重
身I) 

5X10-8 10→ 6XlQ-13 4XlO-6 2X10-13 

0.06 2 X 10-5 10-12 8 X 10-6 4XlO-13 
0.03 3X10-5 10-12 9XlO-6 4X10-13 

0.04 4X10-5 2X10-12 10-5 6 X 10-13 

4X10→ 8X10-9 10-5 3 X 10-9 

(不溶) 柿 10-11 4X 10-12 

GI (LLI) 4X10→ 7X10-9 10-5 2 X 10-9 

96Cm249 (可溶)
GI
骨
(5) 0.06 10-5 0.02 5 X 10-6 

α，β二 1.0 300.0 10-5 100.0 4X10-6 
γ e- 全 身 4.0 800.0 3X10-5 300.0 10-5 

(不溶)
G肺1(5) 

0.06 10→ 0.02 4XlQ-6 
5XlO-5 2X10-5 

97Bk250 (可溶)
GI

骨
(ULI) 

6XlO-3 10-6 2X10寸 5X10イ

a，βード 0.05 10.0 10→ 4.0 5XlO-S 

γ， e- 全 身 0.3 80.0 10-6 30.0 4X10-7 

(不溶)
GI

肺
(ULI) 

6XlQ-3 10-6 2X10-3 4X 10-7 
2X10-6 8X10-7 

9sCf251 (可溶) 骨 0.04 10-4 2XlQ-12 4XlO-5 6XlO-13 
α，γ 

G全I(LL
身
I) 8 X 10-4 2X10イ 3XlO-4 6X10-s 

0.3 9XlO-4 10-11 3XlO-4 4 X10-12 

(不溶) 肺 10司 10 3X 10-11 

GI (LLI) 8XlO-4 10-7 3X 10-4 5X10-s 

9α8C.fβ2日二 (可溶) GI (LLI) 4XlQ→ 9X10-7 10-3 3X10-7 

骨 0.04 0.06 8XlO-10 0.02 3X10-10 
γ e- 全 身 0.3 0.5 6X10→ 0.2 2X10-g 

(不溶)
GI腕(LLI) 

8XlO-10 3X10-10 
4XlO-a 7X10-7 10-3 3XlO-7 
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放射性

核 積

92U240 
Np240 

PU240 

94PU243 

Am243 

Np239 

月 専門委員会 Eの報告 (1CRPPublication 2)の1962年補選 (91 ) 

ICRP Publication 2. 表 5aに対する1962年補遺

壊変連鎖の有効エネノレギー

半減期 関連臓器に対する有効エネルギー

E(位(EREMBはXEe単V)n ) 

~EFX 
Tr(日) 関連臓器 F 

(イ(立ERMBはeE単V)n ) 

0.59 
全肺腎(不溶臓身) 

1.0 1.0 1.0 
0.89 1.0 0.89 
0.87 1.0 0.87 

骨 4.0 1.0 4.0 

2.4X106 

全肺腎(不溶臓
身) 

53.0 0.0048 0.25 
53.0 1. 5x10-4 0.0081 
53.0 0.0044 0.23 

骨 266.0 0.0048 1.3 

高腎(不骨ぷ臓
1.3 

連鎖に対する合計 0.90 
1.1 
5.3 

0.21 
全肺(不骨溶身) 

0.19 1.0 0.19 
0.18 1.0 O. 18 
0.88 1.0 0.88 

肝腎 臓臓
O. 18 1.0 O. 18 
O. 18 1.0 O. 18 

2.9X106 

全肺(不骨溶身) 

54.0 0.0032 0.17 
54.0 4. 1x lO-~ 0.0022 

272.0 0.0040 1. 08 

肝腎 臓臓
54.0 0.0035 O. 19 
54.0 0.0012 0.064 

2.33 

全蹄E(不骨洛身E 〉

0.33 0.0032 0.0011 
0.27 4.0x10-' 1. Ox10-4 
1.1 0.0040 0.0043 
0.25 0.0035 9.0x10司 4
0.27 0.0012 3.0x10-4 

高書官読農

0.37 
0.19 

連鎖に対する合計 2.0 
0.37 
0.25 

消ルに対化ギ管すーのる有各部効分エ*ネ

(E 2は~E単位(RMBEeV)) 

S S1 LI 

0.89 1.0 0.84 

0.52 0.52 0.52 

一
0.18 O. 19 O. 18 

0.55 0.57 0.55 

0.27 0.33 0.24 

本 略語 G1. S. S1および LIはそれぞれ消化管.胃，小腸および大腸(上部あ

るいは下部)をあらわす。
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5. 専門委員会 Eの報告 (ICRPPublication 2)の1962年補選 (93 ) 

消化対管すの各有部効分本
にるエネ

放射性 半減期 関連臓器に対する有効エネルギー ルギー

(E2は2単E位(RMBEeV)) 

核 種 T，(日) 吋取 F 
l瀧:S 81 LI 

95I八¥m242m 5.6X104 

全肺(不骨溶身) 

0.037 l.0 0.037・ 0.019 0.037 0.011 
0.019 l.0 0.019 
0.011 l.0 0.011 

肝腎 臓臓
0.014 l.0 0.014 
0.019 l.0 0.019 

Am242 0.67 全 身 0.24 l.0 0.24 0.24 0.24 0.23 
肺(不溶) 0.24 0.99 0.23 

骨 l.1 l.0 1.1 
84 腎

臓臓
0.24 1.0 0.24 

% 肝 0.24 l.0 0.24 

Cm242 162.5 
全肺(不溶身) 

63.0 0.99 62.0 0.63 0.63 0.63 
63.0 0.42 27.0 

骨 315.0 0.98 310.0 
腎 臓 63.0 0.98 62.0 
肝 臓 63.0 0.94 59.0 

PU238 3.2X104 全 身 57.0 0.18 10.0 0.57 0.57 0.57 
肺(不溶) 57.0 0.0048 0.27 

骨 283.0 0.17 49.0 
腎 臓 57.0 0.17 9.5 
肝 臓 57.0 0.15 8. 7 

会 身 73.0 
肺(不骨溶)

連鎖に対する合計
27.0 

360.0 
腎 臓 72.0 
肝 臓 68.0 

95Am242 0.67 ノ土九 身 O. 13 1.0 0.13 0.089 0.13 0.073 
肺(不骨溶) 0.089 l.0 0.089 

0.23 1.0 0.23 

PU242j l% 

腎
臓臓 0.080 l.0 0.080 

肝 0.089 1.0 0.089 
1.4X108 全 身 51. 0 8. 3x10-' 0.0042 0.49 0.50 0.49 

肺(不溶) 51. 0 2.6x10-6 10-4 

骨 253.0 8.4x10-5 0.021 

肝
腎 臓臓

51. 0 7.6QO-5 0.0038 
51. 0 7. 5x10-5 0.0038 

全肺(骨不溶身) 

O. 13 
0.088 

連鎖に対する合計 0.25 

肝
腎 臓

臓
0.084 
0.092 
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5 専門委員会 Eの報告 (ICRPPublica60n 2)の1962年補遺 ( 95) 
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(96 ) 

放射性 半減期 関連臓器に対する有効エネルギー
消にノレ対化ギ管すーのる各有部効分エ*ネ

2JE位(RMBEeV) 
(Eは単 ) 

核 種 TT(日)
関連臓器 E(位恨E目EMBはXeE単V〕n) F E(位GEIE盟MはF国e単V× n 3 S S1 LI 

Cm246 2.0X106 全 身

560lom 

0.19 0.54 0.54 0.54 
肺(不溶) 56.0 I 1. 8x10-6 10-4 

骨 278.0 I 0.0040 1.1 

全肺(不骨溶身) 連鎖に対する合計 2.3 
290.0 

9sCf2.3 18.0 全 身 0.081 1.0 0.081 0.081 0.081 0.081 
肺(不溶) 0.081 1.0 0.081 

骨 0.40 1.0 0.40 
ES2日 20.0 全 身 68.0 1.0 68.0 0.67 0.67 0.67 

肺(不溶) 68.0 0.86 59.0 
骨 342.0 1.0 342.0 

Bk249 314.0 全 身 0.032 1.0 0.032 0.032 0.032 0.032 
肺(不溶) 0.032 0.24 0.0075 

骨 0.16 1.0 0.16 
Cf249 1. 3X10. 全 身 60.0 0.081 4.9 0.68 0.80 0.63 

肺(不溶) 60.0 2.2xlO-4 0.013 
骨 301. 0 0.083 25.0 

Cm24• 4.4X106 全 身 56.0 10-4 0.056 0.57 0.61 0.56 
肺(不溶) 56.0 5.9x10-9 3. 3x10-7 

骨 277.u 1. 1x10吋 0.032 

全肺(不骨溶身) 連鎖に対する合計 59.0 
370.0 

99廿ES2日 20.0 全 身 68.0 1.0 68.0 0.67 0.67 0.67 
肺(不溶) 68.0 1.0 68.0 

骨 342 0 1.0 342.0 
Bk249 314.0 全 身 0.032 1.0 0.032 0.032 0.032 0.032 

肺(不骨溶)
0.032 0.28 0.0088 
O. 16 1.0 0.16 

Cf249 1. 3X10. 全 身 60.0 0.082 4.9 0.68 0.80 0.63 
肺(不溶) 60.0 2.5x10-4 0.015 

骨 301. 0 0.083 25.0 
Cm24S 4.4X106 全 身 56.0 10-4 0.0056 0.57 0.61 0.56 

肺(不骨溶)
56.0 6.9x10-9 3.9x10→ 

277.0 1. 1x10-4 0.032 

肺全(不骨溶身) 連鎖に対する合計 68.0 
370.0 
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5， 専門ごさ員会 Eの報告(ICE?Pロblicat;on ~~)の 1962年補選 (1(!:i) 
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(
H
C
M
)
 * 元素 平均 関連臓器平均濃度

半 減 期(日) 移飽る割食合
関連全す臓身る割器の合そ中の量噂韓 関る連割臓合器へ達す一般 の れに

および 一日 質量 (g) C 対 f2
参考

放射性
摂取量

有効半径 (g/g:生の
経fω口I経ん気道文献 I 腕咋物学ヤ効

核種 (gj日) (cm) 組織) T. 九 T I fl f'2 

云¥ Ch_1 式 44，45式 49 式 41，42 式 47 式 46

Am242 0.667 0.667 0.25 

Am244 0.0181 0.018 0.25 

Am 腎 臓 2. 7x104 0.04 0.03 3xlO-6 7.5x10-a 

300g (Ha-13) (Ha-13) 

Am242m 
7cm 

5.6x104 1. 8x104 0.037 

Am242 0.667 0.667 0.03 

Am244 0.0181 0.018 0.03 

Am 肝臓 3.48x103 0.06 0.35 3.5x10叶 0.088 

1. 7x103g (Ha-13) (Ha-13) 

Am242悦
10cm 5.6x104 3.3x103 0.078 

Am242 0.667 0.667 0.35 

Am244 0.0181 0.018 0.35 

96 Cm 全 身 2.4x104 <10-4 1.0 1.0 10-4 0.25 

7x104g (Ha-12) (D) (D) 
30cm 

Cm247 3.3x1010 2.4x104 
類し(4てとf)希比土較

1. O(D) 

Cm24B 1. 7x10B 2.4x104 1. O(D) 
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lY日寸日[一一一つl;弓三三l?一ムllEl-ii lziF lEi 
lIF---L三刊二l12;11EiFIT1 
110cm jlutul--l104二1__1

ilt」 ll6MG41 ド;'10-'I 0 I ! (D) 

lf二|--J21L-l-rlJfi-l三竺!
j 骨 ll i7.3X1941li OBヲ i

iに:-3gi l l(Puj | ipは比l
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(
H
D
A
F
)
 * 元素 平均 関連臓器平均濃度 l 関全連臓身器の中の量

血関へ連移中から 関る割連臓合器へ達す
一般 半減期( 日 ) 消化管かの それに

および 一日 質量 (g) C ら血中に対する割合ん
臓器

参照
放射性

摂取量
有効半径 (g/g生の 移る割合7G ~I 放射性

る割

文献
I 物問|生物鞠|有効 15-

核種 (g/日) (cm) 組織) Tr I T. I T 11 克素核種 /'2 f鳩 la

云¥ Ch-1 |式 44，45式 49 式 41，42 式 47 式 46

98 Cf 全 身 6.5x104 3x lQ-~ 1.0 1.0 3x lQ-~ 0.25 

7x104g (PUと比
(D) (D) 

3ucm 
較して)

Cf2日 2. 9x10~ 5.3x104 1.0(D) 

Cf2~3 18.0 18.0 1. O(D) 

Cf2~4 56.0 56..() 1. O(D) 

Cf 骨 7.3x104 0.9 0.8 2. 4x10-~ 0.2 

7x103 g 較(Pしuてと) 比
(PUと比 (PUと比

Cf251 5cm 2.9x105 5.8xl04 較して) 0.88 
較して)

Cf2日 18.0 18.0 0.80 

Cf254 56.0 56.0 0.80 

99 Es 全 身 6.5x1Q4 3x10-5 1.0 1.0 3x10-5 0.25 

ES2日
7x104g 

20.0 20.0 較(Pしuと比 (D) 
1.0(D) 

(D) 
て)

ES254飢
30cm 1. 60 1. 60 1.0(D) 

ES254 480.0 476.0 1. O(D) 

ES2日 30.0 30.0 1. O(D) 
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(107) 専門委員会 Eの報告 (ICRPPublica.tion 2)の1ヲ62年補途;). 
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24 上2行 ものではなし、

24 1ftフ

24 下lC府

26 ト9 j広三三 O.03MeV E"， ~O， 03MeV 

2fj 上10行 しし、とおかれる)

26 干の (101ヨ

28 I二2 ペ7丁ー・ ラジウウ ラジウム

円L心円 一L、正〉

28 l/ :_: 1ノJfトl'ρτ;J 、、_， むった

ワ28 J二δ行 l() もの 10 きいもの
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(10ヲ)専門委員会 Eの報告 (ICRPPublication 2)の1962年補遺
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5. 専門委員会 Eの報告 (ICRPPublication 2)の1962年補遺 (n1) 

〆凡町品 """""，"，作ンJdp :t~詰 所 苦~~、 4ーへE邑司

196 骨3 492 F7f Fs7n U 

19ヨ ZnB9'ぺ前立腺p 0.58 。.56

21'2 全身3 5 る

220 3>< 10-'/ 4.2>< 10-.5 

222 i r O.∞25 2.5>< 10-" 

~:~32 ;EU155 i138 439 

35 6GEr， ><10ωB 2X10れ 6

245 く10-6 <30 10-(5 

249 百J，'¥.C正、-日26 。.OLl 0.03 

!f 第-L4:jf同 0.，03 。.04

。岨 04 0.03 

!;; 旦Fろl4制百司 0.03 。， 04

253 第 8 14.7 1732 

254 93Np，骨n 第131i爾 5~ Ll)( 10~5 4. 5X 10-5 
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6. 専門委員会車の報告(1CRPPubbcation 3) のlヲ62年増補 (115) 

!う月のスト、ノ々ホノレムにおける専門委員会Eの1960年報告はp

広範な再検討をうけたっこ できるだけはやく報告の改訂増襟版

る」と みた。 iさしあたり 19ぽ)年蒋;告に対するこ

ことにすーるο

7言〔ドヱ議用

ラジオグラブ r~.のよう
1島、

用V，ることがいつも実行できるとはかぎらない。

器を使用するなら

に3 週当 1)

うけー

ホ

おさまるようにするため

ある1.，はこの両者を減少さ4さること

その中に7¥れようとするいろいろ

c.. 
i J~ さを記ずべきである。この容器が工業用

していないまら と のE虫'dおよ

ら5cmにおける

あり 3

えてはならないd

15-16頁

きである。

)空@山・

ユバ乙L

る位置で10

ヲ a

屯〉・

γ~，.， 1. 
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でできる

(空気中で測定し

る

エプロンがっし三ていなし

があろう。

m 訳注:以下のベーシ数は邦訳 ICRPシリーメ3のページ数を示す。

判訳注:Exposure :cate~ζ れまでの「照射線量卒J にあたる。
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(116) 

33頁表L i病室および患者の使用する室」

，16頁図 6 ?・ ì~ 1_ 

〈こし、五し 7Jミ.~/，ミコ ー

定電圧 は3 上述の脈勤電圧のものより

のあることがある。

:50~ 図10の崩]注に次の文章を る。

定電圧 上述の脈勤電圧のものより

の友〉ることが泣〉る。

ら常時居在にうつ

CC 
c、 くする

までj享に;する必要

図12の Jlaの曲線の透過の小さ L あやまりでp 鉛 10cm

j塁i監は 0"005， 20cm し O.α)ひ03 と !J~ る J、之さである。

直在合OCHl は 30cmのあやまり。

工不ノl〆ギー。 M♂J。川

* 邦訳では旨TlEt斉。



6< 専門委員会 Eの報告(ICRPPublic角tion 3)の1962年:増補 (117) 

ネノレ -3 J.¥tfeV の;x;結t 密封線源

!っ β と);ry る防 iζ 

専門 員下三全 置の報告九…ハ¥ ，~、 一寸-"".:::.昨ー『 ー『尚子:~;;

賀 場所 言呉 正

9 上 7行 不活性の

21 下7千子 高放射線域 高放射綿区域

23 上 1 装置

qdCAっ、J よ2 盤光フィノレム アィ JI〆.lo"

38 下2行 図32

本訳i主ニの正誤表はp 邦訳 ICRP':ノリ-.7:3に関するものでたる。
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